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学部における社会科指導法(小)や(中)，社会科授業論などにおける学習成果を基礎として，今日学校において小いている課題のうち，特に社会科の指導に関する事項につい
て知り，その改善方法について受講生とともに考えていくことをねらいとする。

授
業
の
概
要

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○ ○

社会科の指導に関して，今日学校に生じている課題を理解することができる。

社会科の指導に関する課題の改善方法について，考察することができる。

授業の内容

社会科の指導に関する課題の調べ方1

社会科の指導に関する課題①(社会科ぎらいの現状)2

社会科ぎらいの実態に関する実態調査3

社会科の指導に関する課題②(全国学力状況調査の結果)4

全国学力状況調査からみた社会科授業の改善5

社会科の指導に関する課題③（PISA調査の結果分析と社会科）6

PISA調査に対応した社会科授業のあり方7

社会科の指導に関する課題④(社会科の調べ学習)　8

調べ学習のあり方9

社会科の指導に関する課題⑤(学習方法の現状)10

問題解決学習と系統学習の検討11

社会科の指導に関する課題⑥(学習評価の現状)12

評価方法の検討13

学校種別の課題14

まとめ15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

毎回，各回の講義の課題について，討論する時間を設定する。 なし

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

討論に必要な資料データを収集しておく。準備
学修

事後
学修

収集した資料データを整理分析する。

教科書

小学校，中学校，高校の学習指導要領。

参考書

特に指定しない。その都度資料を配付。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

資料データの収集結果

プレゼンテーションの出来具合

50% ○ ○

50% ○ ○

注意事項
課題についての事前学習をおこない，講義での議論へ積極的に参加すること。

備考
なし

リンク
URL



なし
教員の実務
経験

なし

教員以外の
指導に関わ
る実務経験
者

なし
実務経験を
いかした教
育内容


